
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期を振り返ると 

令和４年も，また，２学期も残すところあとわずかとなりました。この

２学期，多くの行事がある中で，一人一人の子ども達のがんばりには，目

を見張るものがありました。一人一人が，「あと少し！」「失敗してもいい

から挑戦しよう！」「考えて行動！」などと，自分の力を伸ばそうとした結

果，運動会や持久走大会などの行事で力を出し切ることができたと思いま

す。これは，一人一人のがんばりはもちろんですが，途中でまわりの友だ

ちと協力したり切磋琢磨したりした結果のたまものだと感じています。 

またこういった「ともに高まり合う」様子は，普段の授業や生活の中でも見ら

れました。友達の考えを真剣に聞き，うなずいたり，反対の意見を言ったりする

などの反応を返す子どもの姿。けんかをした後，自分のいやだったことを伝える

とともに自分の悪かったことも伝え，仲直りする子どもの姿など･･･。一人だけ

では，伸ばすことのできない力も，声をかけ合い，心を通じ合わせ，競い合うこ

とで，「ともに高まり合う」ことができるのだと感じた２学期でした。 

 

三和小ブランドの実現に向けて 

今年度も三和小学校では，「三和小ブランド」として右の５項目の

実現に向けて取り組んでいます。特に，あいさつは児童会が中心とな

り，児童玄関前で「あいさつ運動」を定期的に行っています。１０月

から後期児童会がスタートしていますが，あいさつ運動やあいさつ名

人の表彰を継続し，世界一のあいさつで周りを元気にすることをめざ

して取り組んでいます。 

 また，後期児童会から朝のあいさつ運動と同時に「児童玄関のはきそうじ」を実施しています。これは，朝児童玄関をはい

ている先生の姿を見て，自分たちもみ

んなのためにと始まったものです。自

主的にはきそうじを始めた児童会役

員に感心するとともに，こういった姿

が“地域への貢献”や“みんなで協力

して”といった三和小ブランドの実現

につながると感じています。 

 

 

 

～学習の成果を伝えよう！～ 

 今年度のミニ発表会は，残念ながら直接発表をみて

いただくことができませんでしたが，ビデオを通して学

習の成果を伝えようとそれぞれの学年で撮影を行って

います。特に，今年度の総合的な学習の時間で「地域について調べたこと」「地域の方から学んだこと」「地域のた

めに貢献できないかと考えたこと」を披露する場として，撮影方法などの工夫も行っています。ミニ発表会に向

けた練習の中では，せりふを一生懸命に覚え，内容がしっかりと届く声を出すことはもちろん，お互いに声をか

け合いながら仲間とよりよい発表にしようと努力する姿が多く

見られました。 

そういった子どもたちの

がんばりも，ビデオを通し

て少しでも感じていただけ

ればと思っています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １２月２３日（金） ２ 学 期 終 業 式  

２６日（月） 個 人 懇 談 会  

１月１０日（火） 始 業 式  

１７日（火） 集 金 日  

１７日（火） 標準学力調査（国語，算数：全学年） 

１８日（水） 〃 （理科４・６年，社会６年） 

１９日（木） 道徳参観日・学級懇談会 

２０日（金） S C（ 1 3 : 0 0～ 1 6 : 0 0）  

 

〒720-1522  広島県神石郡神石高原町小畠１３７０番地 
TEL     0 8 4 7 - 8 5 - 2 8 1 6  FAX ０８４７－８５－２６０１ 
ＵＲＬ   http://www.jinsekigun.jp/school/sanwasho/ 

学校だより          神石高原町立三和小学校  

 

かがやく三和っ子 
令和４年１２月１４日 

【いじめ，体罰，セクシャル・ハラスメント 

相談窓口】についてお知らせ 

三和小学校では【いじめ，体罰，セクシャル・ハ

ラスメント相談窓口】を教頭，保健主事の劒持養

護教諭としています。相談がありましたら，いつ

でも遠慮なくご相談ください。（℡85-2816） 

１２・１月の行事予定 
 

当初は１月２５日（水）を予定しておりましたが，

校内研修等の都合で１９日（木）に変更となってお

ります。詳しくは，後日案内を配付いたします。 

 

５年生「神石高原町の未来を考えよう」 

１年生「おむすびころりん」 

２年生「スイミー」 

６年生「憧れられる一年間」 

３年生「こんにゃくいも育て隊！」 

４年生「復活 プロジェクトＸ」 

三和小ブランド（三和小の児童は） 

● 世界一のあいさつで周りを元気にします 

● 地域のために貢献しようとしています 

● 困っている人にやさしく声かけができます 

● みんなで協力して問題を解決できます 

● 「感謝」の気持ちを「やる気」につなげること

ができます  


